
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１教区第５番常泉寺 

住所：福島県福島市飯坂町字西滝ノ町４ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡、観音堂が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 
・寺院所在地の放射能線量は高いが、行政の除染は進んでいない。 

・檀信徒の離散の心配がある。精神的肉体的疲労を抱えている。 

檀信徒の現状 

・震災により自宅に住めなくなった方や、放射能汚染の影響により避難を

強いられている檀家があり、転居先が不明な方もいる。居住先の把握が

困難である。 

・数軒が離檀した。 

・震災と原発事故の影響により、経済的に厳しい状況にある。 

地域の現状 － 

復興の状況 

・寺院の復旧は難しいが可能だと思う。檀信徒の現状を考えると寄付を募

るのは難しい。 

・復旧の計画はできたが未着手であり、10年以内の復旧を考えている。 

・災害復興対策貸付金は申請手続きが煩雑なため、利用予定はない。 

（H25.9.24現在） 

 


